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大
威
徳
寺
と
は
？

　

下
呂
市
御
厩
野
地
内
に
所
在
す
る
大
威

徳
寺
跡
は
、
源
頼
朝
発
願
、
文
覚
上
人(

一

説
で
は
永
雅
上
人)

建
立
の
伝
承
と
と
も
に
、

地
元
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
遺
跡
は
、
飛
騨
と
美
濃
の
国

境
で
あ
る
舞
台
峠
の
北
方
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
標
高
７
４
０
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山

中
に
あ
り
、
東
西
を
般
若
谷
と
林
畑
谷
に

挟
ま
れ
た
、
ま
さ
に
お
坊
さ
ん
が
修
行
を

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
聖
地
と
言
え
ま
す
。

　

鎌
倉
時
代
の
初
め(

１
２
１
０
年
ご

ろ
？)

に
建
て
ら
れ
、
七
堂
伽が
ら
ん藍

の
備
わ
っ

た
天
台
宗
の
大
寺
院
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま

す
。
戦
国
時
代
の
威
徳
寺
合
戦(

年
代
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
り)

で
、
堂
塔
の
多
く

を
焼
失
し
、
天
正
13
年(

１
５
８
５)

の

飛
騨
大
地
震
に
よ
っ
て
、
完
全
に
壊
滅
し

て
し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

発
掘
の
成
果
や
古
文
書
な
ど
か
ら
、
江

戸
時
代
初
め
、
延
宝
年
間 (
１
６
７
３
〜

８
０)

こ
ろ
ま
で
は
、
寺
院
の
体
裁
を
と
ど

め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
「
寺
領
」
は
現
在
の
御
厩
野
・
野
尻
地

区
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
寺
の
麓ふ
も
と

を

後
世
の
南
北
街
道
が
通
り
、
交
通
の
要
所

で
あ
る
舞
台
峠
を
寺
領
に
含
む
こ
と
か
ら
、

東
濃
と
飛
騨
の
間
を
行
き
来
す
る
「
物
流
」

を
支
配
す
る
こ
と
で
、
寺
院
の
収
入
の
一

助
と
し
て
い
た
と
も
推
測
さ
れ
ま
す
。

17
年
度
調
査
の
成
果

　

今
年
度
は
、
寺
院
の
北
端
を
示
す
遺
構

の
確
認
を
目
的
に
、
発
掘
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た

遺
構
や
細
か
い
地
形
な
ど
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
範
囲
を
広
げ
て
地
形
測
量
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
寺
院
北
方
の
区
画
と
考

え
ら
れ
る
石
積
み
を
確
認
し
、
寺
域
の
東

西
南
北
を
ほ
ぼ
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
外
側
か
ら
も
、
中
世

　

下
呂
市
教
育
委
員
会
が
平
成
15
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
岐
阜
県
指

定
史
跡
・
鳳ほ

う

じ

び

さ

ん

だ

い

い

と

く

じ

慈
尾
山
大
威
徳
寺
跡
の
範
囲
確
認
調
査
も
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、
本
堂
跡
を
中
心
と
す
る
寺
院
中
心
部
の
範
囲
や
構

造
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
調
査
の
目
的
で
あ
る｢

寺
院
の
範
囲
確

認｣

も
、
お
お
む
ね
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
発
掘
調
査
も
今
年
度
で
ほ
ぼ
終
了
し
、
大
威
徳
寺
と
は
ど
の

よ
う
な
お
寺
だ
っ
た
の
か
？　

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
基
に
、
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
大
威
徳
寺
の
様
相
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

下呂市を代表する文化遺産下呂市を代表する文化遺産

大威徳寺の発掘調査大威徳寺の発掘調査

平成 17 年度調査の概要報告平成 17 年度調査の概要報告

大威徳寺の発掘調査
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に
墓
が
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
場
所
や
、

山
門
か
ら
続
く
参
道
、
さ
ら
に
は
麓
の
御

厩
野
や
加
子
母
小
郷
地
区
へ
い
た
る
参
道

な
ど
も
推
定
で
き
、
よ
り
広
い
視
野
で
寺

院
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
威
徳
寺
に
関
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と

は
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

寺
名
の｢

大｣

「
威
」「
徳
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
大

威
徳
寺
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
す
。

「
大
」
＝
大
き
く
、
立
派
な
寺
院

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
寺
院
の
区
画
と

考
え
ら
れ
る
石
積
み
や
石
列
、
石
段
、
堀

状
の
遺
構
な
ど
を
各
所
で
確
認
し
、
伝
本

堂
跡
を
中
心
と
し
た
、南
北
約
２
０
０
メ
ー

ト
ル
、
東
西
約
１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

を
、
お
坊
さ
ん
が
日
常
的
に
修
行
や
生
活

を
す
る
場
と
し
て
の
「
寺
域
」
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
麓
の
集
落
へ
の
参
道
な

ど
も
含
め
た
、
広
い
意
味
で
の
「
寺
域
」

は
、
南
北
３
３
０
メ
ー
ト
ル
以
上
、
東
西

２
０
０
〜
３
３
０
メ
ー
ト
ル
程
の
、
広
大

な
範
囲
に
広
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
正
面
１
６
・
３
メ
ー
ト
ル
の
本
堂

は
、
奥
州
藤
原
氏
や
鎌
倉
幕
府
将
軍
家
・

執
権
な
ど
、
当
時
の
超
一
流
の
権
力
者
が

建
て
た
寺
院
の
本
堂
に
次
ぐ
大
き
さ
で
、

私
た
ち
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
大
き
く
、

立
派
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
威
」
＝
格
式
の
高
い
お
寺

　

大
威
徳
寺
が
高
い
格
式
を
誇
っ
て
い
た

こ
と
は
、
御
厩
野
の
地
名
の
由
来
か
ら
も

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寺
院
創
建

の
伝
説
に
も
、
源
頼
朝
・
文
覚
上
人
と
い
う
、

当
時
の
権
力
者
や
高
僧
が
登
場
し
ま
す
が
、

個
人
名
を
特
定
す
る
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
置

く
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
山
中
に
大
寺

院
を
建
立
す
る
に
は
、
か
な
り
の
権
力
者

の
援
助
が
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、

想
像
に
難
く
な
い
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
参
拝
に
き
た
源
頼
家(

源
頼

朝
、
北
条
時
頼
と
の
説
も
あ
り)

を
も
て

な
す
た
め
に
、
能
舞
台
を
作
っ
て
猿
楽
を

舞
っ
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ

れ
る
舞
台
峠
の
地
名
の
由
来
や
、
秩
父
杉
、

鎌
倉
銀
杏
、
頼
朝
の
鎧

よ
ろ
い

掛
け
松
な
ど
の
古

木
、
東
麓
の
加
子
母
小
郷
地
区
に
残
る
大

杉
地
蔵
尊
や
加
子
母
大
杉
、
鎌
倉
石
な
ど
、

寺
院
の
周
辺
に
は
鎌
倉
や
鎌
倉
幕
府
と
の

関
わ
り
を
伝
え
る
伝
承
や
遺
跡
も
残
っ
て

お
り
、
頼
朝
発
願
・
文
覚
創
建
の
伝
説
も
、

に
わ
か
に
真
実
味
を
お
び
て
き
ま
す
。

「
徳
」
＝
全
国
的
に
も
貴
重
な
遺
跡

　

あ
る
先
生
は
、「
普
通
の
遺
跡
は
、
一
生

懸
命
発
掘
調
査
を
し
て
、
や
っ
と
大
威
徳

寺
の
状
態
に
な
る
」
と
驚
か
れ
ま
し
た
が
、

建
物
跡
な
ど
遺
構
の
残
り
が
良
く
、
草
刈

な
ど
の
作
業
を
す
る
だ
け
で
、
多
く
の
遺

構
を
広
い
範
囲
で
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
５
０
０
０
点
以
上

の
遺
物
が
出
土
し
て
い
ま
す
が
、
中
に
は

県
内
で
４
例
目
の
出
土
と
な
る
多た
こ
う
へ
い

口
瓶

や
、
中
国
製
の
青
磁
・
白
磁
の
碗
や
皿
な
ど
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
遺
物
や
当
時
は
高
級

品
で
限
ら
れ
た
階
級
し
か
使
え
な
い
よ
う

な
遺
物
も
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
を
訪
れ
た
専
門
家
か
ら
も
、｢

地

方
の
中
世
寺
院
と
し
て
は
規
模
も
大
き
く
、

遺
構
の
保
存
状
態
も
良
い
。
中
世
山
岳
寺

院
の
全
体
像
が
よ
く
分
か
る
、
全
国
的
に

も
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る｣

と
の
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

史
跡
整
備
を
目
指
し
て

　

発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
を
、
報
告

書
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
、
平
成
18
年

度
の
主
な
仕
事
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
全

国
的
に
も
貴
重
な
遺
跡
を
、
ど
の
よ
う
に

保
護
・
活
用
し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と

が
、
よ
り
大
切
な
仕
事
と
な
り
ま
す
。

　

模
型
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

に
よ
る
建
物
の
復
元
や
、
寺
院
中
心
部
を

中
心
と
し
た
遺
構
の
整
備
、
多
く
の
人
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、｢

木｣

と
「
水
」

の
あ
る
史
跡
公
園
な
ど
、
夢
は
限
り
な
く

広
が
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
多
く
の

皆
様
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広

い
視
点
か
ら
計
画
・
立
案
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

よ
り
良
い
史
跡
整
備
を
目
指
し
、
今
後

と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
改

め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
【
市
教
委
・
社
会
教
育
課
】

寺院北方の区画と考えられる石積み

コンピュータグラフィックによる寺院中心部の復元

( 大同コンサルタント㈱作成・提供 )

【お知らせ】　今年度の成果を中心に、これまでの調査の概要や出土遺物の一部を紹介する「大威徳寺発掘調査速報展」を、
　　　　　　３月５日から４月 30 日まで下呂市民会館ロビーで開催します。皆様のお越しをお待ちしています。

大威徳寺の発掘調査



　

下
呂
市
誕
生
後
、
初
の
「
市
功
労
者
表

彰
式
」
を
２
月
11
日
、
星
雲
会
館
で
行
い

ま
し
た
。 

式
典
で
は
、
山
田
市
長
が
「
皆

さ
ん
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
下
呂
市
の

礎
い
し
ず
え

が
築
か
れ
た
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
功
績
と
長
年

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞

者
を
代
表
し
て
倉
地
正
春
さ
ん
が
「
こ
の

栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
精
進
し
、

今
後
も
下
呂
市
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽

く
し
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略
・
順
不
同)

▽
地
方
自
治
・
消
防　
　

倉
地
正
春
さ
ん(

71
歳)

萩
原
町
羽
根

　

萩
原
町
長
と
し
て
平
成
４
年
９
月
か
ら
合

併
時
ま
で
11
年
６
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
、

萩
原
町
の
発
展
と
下
呂
市
の
誕
生
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

岡
前
基
三
郎
さ
ん(

70
歳)

門
和
佐

　

下
呂
町
議
会
議
員
と
し
て
17
年
２
か
月
間
、

下
呂
町
長
と
し
て
平
成
９
年
１
月
か
ら
合
併

時
ま
で
７
年
１
か
月
間
、
下
呂
町
の
発
展
と

下
呂
市
の
誕
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

見
廣
元
一
郎
さ
ん(

69
歳)

馬
瀬
中
切

　

馬
瀬
村
助
役
と
し
て
10
年
７
か
月
間
、
馬

瀬
村
長
と
し
て
平
成
11
年
４
月
か
ら
合
併
時

ま
で
４
年
10
か
月
間
、
馬
瀬
村
の
発
展
と
下

呂
市
の
誕
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

桂
川
嘉
春
さ
ん(

74
歳
）
萩
原
町
上
呂

　

萩
原
町
議
会
議
員
と
し
て
昭
和
63
年
９
月

か
ら
合
併
時
ま
で
15
年
６
か
月
の
長
き
に
わ

た
り
、
萩
原
町
の
発
展
と
下
呂
市
の
誕
生
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

岩
佐
登
さ
ん(

66
歳)

萩
原
町
中
呂

　

萩
原
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
元
年
５
月

か
ら
合
併
時
ま
で
14
年
10
か
月
の
長
き
に
わ

た
り
、
萩
原
町
の
発
展
と
下
呂
市
の
誕
生
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
村
英
三
さ
ん(

70
歳)

萩
原
町
上
呂

　

萩
原
町
議
会
議
員
と
し
て
昭
和
52
年
５
月

か
ら
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
萩
原
町
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

細
江
透
さ
ん(

58
歳) 

焼
石

　

下
呂
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
３
年
10
月

か
ら
合
併
時
ま
で
12
年
５
か
月
の
長
き
に
わ

た
り
、
下
呂
町
の
発
展
と
下
呂
市
の
誕
生
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

河
尻
裕
巳
さ
ん(

76
歳)

金
山
町
乙
原

　

金
山
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
４
年
３
月

か
ら
合
併
時
ま
で
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

金
山
町
の
発
展
と
下
呂
市
の
誕
生
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

加
藤
定
雄
さ
ん(

75
歳)

金
山
町
東
沓
部

　

金
山
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
４
年
３
月

か
ら
合
併
時
ま
で
の
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

金
山
町
の
発
展
と
下
呂
市
の
誕
生
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

中
島
博
隆
さ
ん(

53
歳)

金
山
町
菅
田
桐
洞

　

金
山
町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
４
年
３
月

か
ら
合
併
時
ま
で
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

金
山
町
の
発
展
と
下
呂
市
の
誕
生
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

平成１７年度下呂市功労者表彰式

まちの発展に尽力　功績のあった３１人を表彰
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下呂市功労者表彰式



清
水
治
さ
ん(

74
歳)

金
山
町
金
山 

　

金
山
町
教
育
長
と
し
て
平
成
４
年
４
月
か

ら
合
併
時
ま
で
11
年
11
か
月
の
長
き
に
わ
た

り
、
地
方
自
治
の
発
展
、
教
育
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
好
男
さ
ん(
66
歳)

萩
原
町
萩
原

　

33
年
４
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
業

務
に
精
励
さ
れ
、
防
火
意
識
の
啓
発
・
普
及

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
３
年
間
は
消
防

団
長
と
し
て
団
員
の
指
導
・
育
成
、
団
組
織

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
久
郎
さ
ん
（
71
歳
）
萩
原
町
野
上

　

33
年
３
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
業

務
に
精
励
さ
れ
、
防
火
意
識
の
啓
発
・
普
及

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
３
年
間
は
消
防

団
長
と
し
て
団
員
の
指
導
・
育
成
、
団
組
織

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

熊
﨑
義
郎
さ
ん(

56
歳)

萩
原
町
尾
﨑

　

33
年
３
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
業

務
に
精
励
さ
れ
、
防
火
意
識
の
啓
発
・
普
及

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
２
年
間
は
消
防

団
長
と
し
て
団
員
の
指
導
・
育
成
、
団
組
織

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

荒
井
治
義
さ
ん(

57
歳)

小
坂
町
門
坂

　

35
年
５
か
月
の
長
き
に
わ
た
り
消
防
団
業

務
に
精
励
さ
れ
、
防
火
意
識
の
啓
発
・
普
及

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
２
年
間
は
消
防

団
長
と
し
て
団
員
の
指
導
・
育
成
、
団
組
織

の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
耕
正
さ
ん(

58
歳)

小
坂
町
湯
屋

　

昭
和
48
年
１
月
か
ら
消
防
団
業
務
に
精
励

さ
れ
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
は
消
防
団
長
と

し
て
防
火
意
識
の
啓
発
・
普
及
、
団
員
の
指
導
・

育
成
、
団
組
織
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

岩
佐
鋭
夫
さ
ん(

57
歳
）
金
山
町
菅
田
桐
洞

　

昭
和
45
年
３
月
か
ら
消
防
団
業
務
に
精
励

さ
れ
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
は
消
防
団
長
と

し
て
防
火
意
識
の
啓
発
・
普
及
、
団
員
の
指
導
・

育
成
、
団
組
織
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
社
会
福
祉

都
竹
勉
さ
ん(

69
歳)

萩
原
町
羽
根

　

萩
原
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
18
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
と
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

岩
佐
弘
生
さ
ん(

73
歳)

小
坂
町
落
合

　

小
坂
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
12
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
と
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

藤
村
幸
夫
さ
ん(

78
歳)
小
川

　

下
呂
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
15
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
と
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

池
戸
光
男
さ
ん(

73
歳)

金
山
町
戸
部

　

金
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
27
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
と
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

二
村
惇
子
さ
ん(

73
歳)

金
山
町
金
山

　

金
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
27
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
と
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

松
原
美
智
子
さ
ん(

76
歳)

金
山
町
大
船
渡

　

金
山
町
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
18
年

の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
福
祉
と
児
童
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
明
る
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
保
健
衛
生

片
山
朋
臣
さ
ん(

66
歳
）
萩
原
町
萩
原

　

萩
原
小
学
校
お
よ
び
萩
原
南
中
学
校
の
学

校
薬
剤
師
と
し
て
、
昭
和
41
年
４
月
か
ら
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
管
理
に
寄
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

▽
産
業
経
済

日
下
部
俊
雄
さ
ん(

57
歳)

小
坂
町
小
坂
町

　

昭
和
47
年
７
月
か
ら
小
坂
町
農
業
委
員
を
、

合
併
後
も
市
農
業
委
員
と
し
て
長
き
に
わ

た
り
、
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
小
坂
町
議
会
議
員
と
し
て
通
算
16
年
10

か
月
に
わ
た
り
小
坂
町
の
発
展
と
下
呂
市
の

誕
生
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
嘉
巳
さ
ん(

71
歳)

小
川

　

18
年
の
長
き
に
わ
た
り
農
業
協
同
組
合
の

役
員
を
務
め
ら
れ
、
平
成
10
年
５
月
か
ら
３

年
３
か
月
間
、
下
呂
町
農
業
協
同
組
合
の
組

合
長
と
し
て
営
農
活
動
と
農
業
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

野
村
忠
義
さ
ん(
75
歳)

湯
之
島 

　

17
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
下
呂
町
商
工
会

長
お
よ
び
下
呂
商
工
会
長
と
し
て
地
域
の
産

業
経
済
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

滝
多
賀
男
さ
ん(

69
歳)

幸
田

　

昭
和
60
年
５
月
か
ら
下
呂
温
泉
観
光
協
会

長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
昭
和
61
年
３
月
か

ら
は
下
呂
温
泉
事
業
協
同
組
合
の
理
事
長
を
、

平
成
６
年
５
月
か
ら
は
下
呂
温
泉
旅
館
協
同

組
合
の
理
事
長
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
下

呂
温
泉
の
観
光
産
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

井
上

廉
さ
ん
（
71
歳)

湯
之
島 

　

下
呂
温
泉
芸
寮
協
同
組
合
理
事
長
を
通
算

17
年
７
か
月
、
下
呂
温
泉
観
光
協
会
の
役
員

を
通
算
23
年
間
務
め
ら
れ
、
下
呂
温
泉
の
観

光
産
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
住
民
生
活

倉
田
幸
枝
さ
ん(

62
歳
）
小
坂
町
小
坂
町

　

昭
和
52
年
４
月
か
ら
小
坂
町
交
通
安
全
婦

人
連
絡
協
議
会
の
役
員
、
昭
和
59
年
４
月
か

ら
は
会
長
と
し
て
地
域
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
啓
発
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
も
下
呂
市

交
通
安
全
女
性
小
坂
支
部
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

中
川
登
美
子
さ
ん(

66
歳)

少
ケ
野

　

昭
和
57
年
４
月
か
ら
下
呂
町
交
通
安
全
婦

人
連
絡
協
議
会
の
役
員
、
平
成
４
年
４
月
か

ら
は
会
長
と
し
て
地
域
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
啓
発
に
尽
力
さ
れ
、
現
在
も
下
呂
市

交
通
安
全
女
性
下
呂
支
部
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

5

下呂市功労者表彰式



６

　

下
呂
市
は
１
月
27
日
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
景
観
形
成
を

市
独
自
で
実
施
で
き
る
景
観
法

に
基
づ
い
た
「
景
観
行
政
団
体
」

に
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
各
務
原
市
、
多
治

見
市
、
中
津
川
市
、
美
濃
市
、

可
児
市
に
次
ぐ
６
番
目
の
団
体

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
計
画
的
な
地
域
の
景

観
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
景

観
条
例
の
制
定
を
目
指
す
と
と

も
に
、
景
観
計
画
区
域
の
設
定

や
方
針
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
実

効
性
の
あ
る
「
景
観
計
画
」
を

市
民
と
協
働
で
策
定
し
、
市
内

の
美
し
い
自
然
や
街
並
み
の
保

全
と
新
た
な
景
観
形
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
【
都
市
建
設
部
・
建
設
課
】

　

５
月
に
開
か
れ
る
第
57
回
全

国
植
樹
祭
を
前
に
１
月
27
日
、

山
田
市
長
は
下
呂
市
の
Ｐ
Ｒ
や

植
樹
祭
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
古
田
県
知
事
に
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　

知
事
要
望
に
は
駒
田
誠
県
議

や
岩
嶋
和
宏
農
林
振
興
部
長
が

同
行
。
山
田
市
長
は
、
植
樹
祭

終
了
後
、
会
場
一
帯
を
子
ど
も

た
ち
の
森
林
教
育
の
場
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
や
全
国
植
樹
祭
の
感
動

を
多
く
の
県
民
に
伝
え
る
た
め

に
一
週
間
後
に
「
み
ど
り
の
祭

り
」
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
な

ど
を
知
事
に
話
し
、
県
の
支
援

な
ど
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ま

た
、
両
陛
下
が
ご
使
用
に
な
ら

れ
る
椅
子
・
鍬
な
ど
を
市
で
広

く
一
般
に
公
開
し
た
い
な
ど
植

樹
祭
を
地
域
振
興
に
も
役
立
て

た
い
と
話
し
ま
し
た
。

【
農
林
振
興
部
・
植
樹
祭
推
進
室
】

未
来
に
つ
な
が
る
全
国
植
樹
祭
に

　
　
　
　
　
　

古
田
県
知
事
に
要
望

下
呂
市
が「
景
観
行
政
団
体
」に

　
　
　

  

景
観
条
例
の
制
定
を
目
指
し
ま
す

古田知事に要望書を手渡す山田市長 地域の景観資源を見直そうとする住民活動も盛ん ( 馬瀬地域で )

下呂市ニュース

　姉妹提携を結ぶ米国アラスカ州「ケチカン市」
へ市内の中学校２年生の生徒ら 20人が３月 13
日から 25日までの 13日間、派遣されます。
　生徒らはホームステイしながら小中学校や公
共施設などを訪問し、現地の子どもたちや市民
らと交流を深めます。

　派遣団の皆さん。( 敬称略 )
▽短期留学生　細江琴美、田口彩、谷口明未、西脇葵、 
中島葵、加藤貴子、中島彩、杉山奈歩、田口嵯友里、
高木麻理奈、細江ちづる、池戸朝子、金森美紀、
中島亜星、伊藤亜衣、奥原沙織、田口季依、
▽引率者 木澤直樹、トニー・波多野ウォレール、
千田晴美　　　　　　　　
                        　　　　【市教委・社会教育課】

平成 17年度短期留学生海外派遣事業

米国ケチカン市へ行ってきま～す
応援します
全国高等学校選抜等大会
■弓道〔3/18 ～ 20・福岡市〕

▽益田清風高校弓道部が昨
年11月の県大会「女子団体」
で14年ぶり２度目の優勝を
果たし出場します。

■バレーボール〔3/20 ～ 26 

・東京都〕▽益田清風高校女子
バレーボール部が２月の県大会
で優勝を果たし初出場します。
▽関商工高校男子バレーボー
ル部のメンバーとして、萩原
北中出身の内木優作さん(２
年)と内田大嗣さん(１年)が出
場します。
▽近江高校女子バレーボール
部(滋賀県)のメンバーとして、
下呂中出身の今井華子さん(2
年生)が出場します。
■ホッケー〔3/25 ～ 30・高

知県〕▽岐阜各務野高校ホッ

ケー部のメンバーとして小坂
中出身の中村有希さん(１年)
が出場します。
■剣道〔3/27～ 28・ 春日井市〕

▽麗澤瑞浪高校剣道部のメン
バーとして下呂中出身の山中
進平さん(２年）が出場します。 

がんばった人に
■第43回全国中学校スキー大会
〔2/5 ～ 8・新潟県〕▽栃本
涼香さん(下呂中３年)が女子
大回転の部に出場。５位に入
賞しました。(※県大会では
大回転２位、回転３位)

おめでとうございます。
■国民参政115周年・普選
　80周年・婦人参政60周年
　記念表彰「総務大臣感謝状」

▽熊沢政徳さん
  (下呂市選挙管理委員会委員長)



７

　

市
消
防
本
部
は
、
平
成
17
年

中
の
火
災
発
生
件
数
や
救
急
・

救
助
の
出
動
状
況
な
ど
を
ま
と

め
ま
し
た
。

【
火
災
統
計
】

　

火
災
発
生
件
数
は
14
件
で
前

年
と
同
じ
で
し
た
。
種
別
で

は
建
物
火
災
の
10
件
を
は
じ

め
、
車
両
火
災
３
件
、
そ
の
他

火
災
１
件
で
し
た
。
損
害
額
は

３
４
６
５
万
円
で
、
前
年
比

５
４
５
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
原
因
で
は
天
ぷ
ら
油
の

放
置
に
よ
る
も
の
が
３
件
あ
り

ま
し
た
。
火
災
に
よ
る
死
者
は

な
く
負
傷
者
が
３
名
発
生
し
て

い
ま
す
。
地
区
別
で
は
、
下
呂

５
件
、
萩
原
、
金
山
で
各
４
件
、

小
坂
地
域
１
件
で
し
た
。

【
救
急
統
計
】

　

救
急
出
動
件
数
は
１
３
９
７

件
（
前
年
比
72
件
増
）
で
、
搬

送
人
員
も
１
３
６
８
人
（
同
92

人
増
）
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過

去
最
高
と
な

り
ま
し
た
。

種
別
で
は
急

病
（
８
２
１

件
）や
交
通

事
故
（
１
７
０
件
）、一
般
負
傷

（
１
８
７
件
）に
よ
る
出
動
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

【
救
助
統
計
】

　

救
助
出
動
件
数
は
、45
件（
同

13
件
増
）
で
、
救
助
活
動
件
数

は
31
件
（
同
17
件
増
）、
救
助

人
員
は
31
人
（
同
16
人
増
）
と

な
り
ま
し
た
。
種
別
で
は
、
交

通
事
故
35
件
、建
物
事
故
２
件
、

そ
の
他
８
件
の
出
動
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
救
急
応
援
出
場

も
86
件
（
同
24
件
増
）
と
増
加

し
て
い
ま
す
。

「
平
成
17
年
消
防
統
計
」
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

【
市
消
防
本
部
・
消
防
総
務
課
】

○総務部

　総務課行政改革推進室を「課」に昇格。

○健康福祉部

　健康福祉環境部を「健康福祉部」とし、環境部門を上下水道部に
　所管換え。介護保険制度の改正に対応するため福祉課内に「地域
　包括支援室」を設置。

○農林部

　農林振興部を「農林部」に改め、農林振興課と農林事業課を「農務課」
　と「林務課」に再編。農務課内に「畜産振興室」を新設。

○建設部

　都市建設部を「建設部」に改める。

○水道環境部

　上下水道部を「水道環境部」に改め、経理課を「水道料金課」に、
　業務課を「水道事業課」に名称変更。健康福祉環境部にあった環
　境課を水道環境部の所管に。

○各振興事務所

　振興事務所にある管理課と市民生活課を統合し「市民生活課」に、
　農林課と基盤整備課を統合し「振興課」に。

○消防本部

　通信指令課を消防総務課内の「室」に。

○金山病院

　金山病院事務局に事務課を設置。

　

市
で
は
、
よ
り
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
組
織

を
目
指
し
、
４
月
か
ら
市
役
所
一
部
の
部
・
課

名
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
名
称
に
改
め
る
と

と
も
に
、
課
の
統
合
・
再
編
を
行
い
ま
す
。

　

課
の
数
は
現
在
の
61
課
か
ら
53
課
に
削
減
さ

れ
ま
す
が
、
人
員
の
配
置
に
柔
軟
性
を
も
た
せ
、

今
後
の
職
員
数
の
減
少
に
も
備
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
抱
え
る
重
要
課
題
や
合
併
時
に

調
整
で
き
な
か
っ
た
課
題
な
ど
を
早
期
に
解
決

す
る
た
め
、
部
長
・
課
長
級
の
中
か
ら
「
市
長

特
命
理
事
、
参
事
」
を
配
置
し
、
よ
り
政
策
実

行
型
の
組
織
に
し
て
い
き
ま
す
。

【
総
務
部
・
人
事
課
】

新
年
度
の
組
織
改
革

　
　

重
要
課
題
に
特
命
理
事
、参
事
を
配
置

市役所の部課名の変更など

救
急
出
動
が
大
幅
に
増
え
る

　

「
平
成
17
年
消
防
統
計
」　

下呂市ニュース
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市
内
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
を
受
け
、

「
川
遊
び
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
四

つ
の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
宣

伝
と
と
も
に
社
会
福
祉
や
社
会
教

育
・
体
育
な
ど
の
公
益
増
進
を
促
進

す
る
目
的
で
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
が
行
っ
た
「
川
遊
び
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
建
設
事
業
」
は
、「
川
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
清
流
馬
瀬
川
を
活
用
し
、

川
遊
び
や
生
物
観
察
な
ど
の
総
合
的

な
川
の
情
報
が
得
ら
れ
る
馬
瀬
川
情

報
発
信
施
設
の
構
築
を
目
指
す
も
の

で
、
馬
瀬
西
村
地
内
に
木
造
平
屋
建

て
の
体
験
研
修
棟
や
水
遊
び
池
、
芝

生
広
場
、
駐
車
場
な
ど
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

　

市
で
は
本
年
度
、
岐
阜
県

か
ら
「
市
町
村
振
興
補
助
金
」

の
交
付
を
受
け
、
次
の
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
町
村
振
興
補
助
金
は
、

「
日
本
一
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と

岐
阜
県
」
の
実
現
を
図
る
た

め
、
地
域
づ
く
り
事
業
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
県
が
補

助
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

【
総
務
部
・
財
政
課
】

　　　事　業　概　要

◆全国植樹祭準備事業

　全国植樹祭式典会場周辺整備とＰＲ事業

◆全国植樹祭関連花かざり事業

　全国植樹祭式典会場までのアクセス道路の

　花かざり事業

◆全国芝居小屋会議 in 下呂温泉実行委員会負担金事業

◆緑と清流の鮎まつり実行委員会負担金事業

　馬瀬川フイッシングアカデミー

　短期体験講座事業負担金

◆防災ヘリポート整備事業

　萩原町羽根地内河川敷にヘリポートを整備

◆飛騨地域広報番組作成事業

　ＣＢＣラジオ飛騨地域広報番組

　「新・四都物語」の作成委託

平
成
17
年
度

岐
阜
県
市
町
村
振
興
補
助
金
事
業

 事　業　概　要 
①：事業主体　②：総事業費　③：助成額

◆野尻花の里公園公衆便所
　建設事業

①地縁法人野尻区

② 3,803,039 円③ 2,500,000 円

地域住民や観光客のための

公衆便所を整備。

公衆便所は「花の里ギャラリ

ーおたちより」と命名。

◆焼石駅前コミュニティトイレ建設事業 

①中原地区区会② 4,709,500 ③ 2,500,000 円

ＪＲ焼石駅前に駅利用者や観光客のための公衆便所を整備。

◆仮設ステージ購入事業 

①地縁法人宮地区② 2,457,110 円③ 2,300,000 円

地域イベントで使用する屋外用仮設ステージと音響設備一式を購入。

◆水辺の館　川遊びステーション建設事業 

①下呂市② 23,028,600 円③ 22,050,000 円

馬瀬川に親しむ憩いの場として、馬瀬川

『フィッシングセンター水辺の館』周辺

に、川遊びステーション ( 体験研修棟建

設・歩道整備・水遊び池設置・芝生広場

整備など ) を整備。

整備された「川遊びステーション」→

宝
く
じ
助
成
事
業
の
ご
紹
介

萩原町羽根に完成したヘリポート

下呂市ニュース



 
お
答
え
し
ま
す

  　　
　

「
ま
ち
づ
く
り
へ
の
意
見
・
提
案
」に
寄
せ
ら
れ
た

　
　

ご
意
見
ご
提
案
に
対
す
る
回
答

行
政
改
革
大
綱
の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
の
関
心
の
高
い
も
の
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
も
の
を
選
び
、
解
説
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
総
務
部
・
行
政
改
革
推
進
室
】

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説

行
政
改
革
大
綱
の
解
説
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全
国
的
に
少
子
高
齢
化
対
策
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、
人

口
の
減
少
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
対
策
を
考
え
て
ま

す
か
？

　　

子
ど
も
が
欲
し
い
と
望
ん
で
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
子
ど
も
に
恵

ま
れ
ず
、
不
妊
に
悩
み
、
実
際
に

不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
市
で
は
不
妊
治
療

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
を

助
成
す
る
制
度
の
新
設
を
新
年
度

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
晩
婚
化
や
独
身
者
の
増

加
傾
向
が
み
ら
れ
、
結
婚
し
た
く

て
も
出
会
い
の
場
が
少
な
い
と
い

う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
。市
で
は
、

民
生
委
員
や
下
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

相
談
員
な
ど
と
連
携
し
て
結
婚
相

談
業
務
な
ど
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
「
若
年
層
の
定
着
の
た
め
の

企
業
誘
致
」
や
、
事
業
所
に
対
し

て
「
男
性
も
育
児
休
業
が
取
得
で

き
る
」
た
め
の
対
策
、「
小
学
生

未
満
の
子
を
持
つ
社
員
を
対
象
と

す
る
短
時
間
勤
務
制
度
の
導
入
」

を
は
じ
め
「
所
定
外
労
働
時
間
を

削
減
す
る
た
め
の
ノ
ー
残
業
デ

ー
」
の
実
施
、「
子
ど
も
が
３
歳

に
な
る
ま
で
育
児
休
業
を
取
得
で

き
る
制
度
の
導
入
」
な
ど
、
県
と

連
携
し
て
、
総
合
的
な
子
育
て
支

援
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
健
康
福
祉
環
境
部
、
教
育
委
員
会
】

　

全
国
植
樹
祭
に
向
け
、
市
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
か
？

　

開
催
地
と
し
て
参
加
者
の
皆
さ

ん
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
た
め
、

歓
迎
看
板
や
の
ぼ
り
の
設
置
、
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
の
張
り
出
し
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
各
小
学
校
で
は
、

歓
迎
用
の
花
飾
り
に
使
用
す
る
プ

ラ
ン
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
製
作
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
周

事
務
事
業
の
合
理
化

　

市
役
所
の
す
べ
て
の
仕
事
に
つ

い
て
、
よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
低
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
る
よ

う
、や
り
方
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

◇
民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で

　

昨
年
の
８
月
号
で
、市
長
は「
民

間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市

が
行
う
す
べ
て
の
仕
事
に
つ
い
て

官
と
民
の
役
割
を
見
極
め
、
民
間

で
担
え
る
仕
事
は
、
民
間
委
託
や

民
営
化
を
進
め
ま
す
。
市
役
所
の

仕
事
と
し
て
残
っ
た
も
の
は
、
内

容
や
事
務
手
順
を
見
直
す
な
ど
、

改
革
改
善
を
進
め
ま
す
。

　

市
で
は
こ
う
し
た
考
え
方
を

「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
推
進
指
針
」

に
ま
と
め
、
４
月
か
ら
仕
事
の
見

直
し
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

◇
市
民
に
と
っ
て

　

使
い
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

合
理
化
の
方
向
は
、
低
コ
ス
ト

で
効
果
的
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
市
民
に
と
っ
て
使
い

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
単
に
コ
ス
ト
が
安
い

だ
け
で
な
く
、
常
に
市
民
の
立
場

に
立
っ
て
仕
事
を
見
直
し
て
い
き

ま
す
。

◇
市
民
の
声
を
生
か
し
た
合
理
化

　

行
政
改
革
を
進
め
る
に
は
、
市

役
所
の
考
え
方
だ
け
で
は
不
十
分

で
す
。
民
間
企
業
や
市
民
の
考
え

方
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
き

ま
す
。
た
と
え
ば
、
今
後
増
え
る

で
あ
ろ
う
民
間
へ
の
委
託
業
務

は
、
こ
れ
ま
で
行
政
側
か
ら
の
提

案
に
よ
る
も
の
だ
け
で
し
た
が
、

民
間
側
か
ら
委
託
分
野
や
内
容
の

提
案
・
要
望
を
受
け
、
実
現
可
能

な
も
の
は
取
り
入
れ
る
と
い
う
仕

組
み
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
仕
組
み

も
、
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

辺
に
設
置
さ
れ
、
植
樹
祭
を
彩
り

ま
す
。
ま
た
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
２
０
名
の
皆
さ
ん
が
、
会
場
周

辺
の
清
掃
や
花
飾
り
、
当
日
の
業

務
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
全
国
植
樹

祭
は
、
招
待
者
し
か
参
加
で
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
市
で
は
翌
週
の
28

日
に
式
典
設
備
を
残
し
「
下
呂
市
み

ど
り
の
祭
り
」
を
計
画
。
式
典
映
像

の
上
映
な
ど
で
全
国
植
樹
祭
の
感

動
を
お
伝
え
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
農
林
振
興
部
、
植
樹
祭
推
進
室
】

行
政
改
革
に

　
　

  

ご
意
見
を
！

　

昨
年
３
月
に
策
定
し
た
「
行
政

改
革
大
綱
」
の
実
現
に
向
け
て
、

年
度
別
に
実
施
す
べ
き
事
項
を
ま

と
め
た
実
施
計
画
（
案
）
を
作
り

ま
し
た
。
よ
り
良
い
計
画
と
す
る

た
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間 
３
月
１
日
〜
22
日

◆
実
施
計
画
の
閲
覧
場
所 

下
呂
庁
舎
、
萩
原
庁
舎
、
各
振
興

事
務
所
、
下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
案
先　

市
役
所
行
政
改
革
推

進
室
ま
で
、
電
話
、
書
面
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
あ
な
た
の
声
を
市

政
に
」
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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祝 益田清風 
春高バレー出場決定
　第 37回全国高校バレーボール選抜優勝大会県大

会（決勝戦）が２月 11日、岐阜市の岐阜アリーナ

で行われ、益田清風高校が大垣養老高校を破り、初

優勝。全国大会（春高バレー）への出場を決めました。

　県内の強豪を相手に、拾ってつなぐ粘りのバレー

で勝利を手にしました。

　「春高バレー」は、バレーの甲子園に例えられる

憧れの舞台。東京の代々木体育館で３月 20日に開

幕します。益田清風高女子バレー部が飛騨の高校

で初めて出場する快挙を成し遂げました。　

女子

  竹原地区でつくる「竹原っ子会議」が6年

がかりで、竹原地域の四季折々の風景や文

化などを詠んだ「竹原かるた」を昨年11月

に完成させました。「村芝居、歴史をつない

で、鳳凰座」など、句は区民らが出し合い、

切り絵は竹原中の生徒が作りました。

　このかるたを使ったかるた会が1月25日、

竹原小で行われ郷土を理解しながら元気に

かるたを取り合いました。

地域の文化、かるたに凝縮

約２時間と短い部活に集中して練習に挑む部員約２時間と短い部活に集中して練習に挑む部員
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ほっトピックス

　５月21日に萩原町四美で開催される第57回全国植樹

祭に向け、小学生による木製プランター作りが１月下

旬から２月にかけて市内の全小学校で行われました。

児童は二人組で、慣れないドライバーに悪戦苦闘しな

がら立派なプランターを製作。850個が完成しました。

　作られたプランターは国道から会場内へのアクセス

道路の花飾りに使われます。

　萩原北中学校２年生が将来への決

意を語る「立志の集い」を１月 25日、

あさんず会館で開きました。２年生

33 人がやりたい職業や夢を 1年生

や保護者を前に堂々と発表しました。

手づくりプランターで
全国植樹祭歓迎しまーす

　金山町金山で2月3日、柯
えが ら

柄八幡神社の節分祭が行われ、

厄年の男が扮する赤鬼、青鬼を先頭に厄年、氏子総代の人々

が「鬼は外、福は内」と、豆をまきながら町内の家々を回っ

て厄を払いました。

　また、一行が到着した柯柄八幡神社では、この地方では

珍しい茅
ちのわ

輪くぐりが行われました。

厄を払いながら鬼、町内を闊
かっぽ

歩

萩原北中で
将来への決意語る

　竹原小学校の児童会が２月 13日、ＮＧＯ「ア

ジアの地雷・不発弾被害を伝える会」の代表奥

田英朗さんに、校内で募った募金６万円を贈呈

しました。

　昨年９月、奥田さんを招き、カンボジアにつ

いて学んだのがきっかけ。奥田さんは、戦争を

繰り返してきた歴史と戦争で森を失ったカンボ

ジアの現状を語りました。

　この善意により３月上旬、カンボジア王国バ

ンテイミンチェイ州マライ郡バンベイン地区の

約１ha に３００本の植林が行われる予定です。

カ
ン
ボ
ジ

アに
平和
を。竹原小、募金で植林支援

写真：総島小学校
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問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

３月の絵本の読み聞かせ

３月11日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

３月25日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

３月25日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

◆砂漠　　　　　　         伊坂幸太郎

◆氷壁　　　　　　    　 　 井上　靖

◆窓の灯　　　　            　青山七恵

◆ルーガ　　　　　      　   小池昌代

◆森は学校　　 　　      　小野木三郎

◆あおぞら　          　        星野　夏

◆岐阜県の山  　          　   島田　靖

◆魔女の笑窪                     大沢在昌

◆白夜㊤㊥㊦　                ハン テフン

◆夢のカルテ        高野和明・阪上仁志

◆わくらば日記                  朱川湊人

◆おらんくの池     　　       山本一力

◆バスジャック      　　　    三崎亜記

◆いのちの日記   　　　   　柳澤桂子

◆淳　それから　               土師   守

◆私の介護 days  　　   　 横森美奈子

◆死に方、六輔の。             永   六輔  

◆歳には、勝てる    　      鳥越俊太郎

◆愛がいない部屋                石田衣良

◆ガラスの華㊤㊦        パク へギョン

◆果てしなき渇き    　          深町秋生

◆平成マシンガンズ  　　         三並   夏

◆人は見た目が９割            　竹内一郎

◆おっとりと論じよう            丸谷才一

◆ドイツ流掃除の賢人 　        沖   幸子

◆世界の傑作ジーンズ   ワールドフォトプレス

◆そして名探偵は生まれた    歌野晶午

◆ティーアンドコーヒー大図鑑　　

◆幼い子のくらしとこころQ&A　内田良子

◆Ｆａｎｔａｓｉａ 　　　高樹のぶ子

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

今月
の
一冊

『記憶が消えていく』
　　　　　　　　　　一関  開治著

 本書は平成16年、53歳の若き町長が、
自らの若年性アルツハイマーを公表
して辞任し、自分の病気としっかり
向き合いながら、妻子の愛や、町民
の支えで「今」をいきている想いを
綴った本です。

正しい設置で 防ごう住宅火災

　　   

住宅用火災警報器等の
　　設置が義務化されます

　

毎
年
、
建
物
火
災
は
３
万
件
以
上
発
生
し
て
い
ま
す
。
う
ち

約
６
割
が「
住
宅
火
災
」。
ま
た
、
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
9

割
は
、こ
の
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
火
災
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
16
年
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅

に「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
」の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

悪
質
訪
問
販
売
に
注
意

◆
消
防
署
が
火
災
警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

煙
式
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
を
設
置
す
る
部
屋

※
警
報
器
を
必
ず
設
置
す
る
部
屋

　

①
寝
室(

普
段
就
寝
に
使
う
部
屋
）

　

②
階
段(

寝
室
の
あ
る
階
の
階
段
に
設
置
） 

こ
れ
ら
の
ほ
か
、台
所
な
ど
へ
の
設
置
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

火
災
警
報
器
は
、

家
電
販
売
店
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
日
本
消
防

検
定
協
会
の
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
が
付
い
て

い
る
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
不
明

な
点
は
最
寄
り
の

消
防
署
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
建
築
時

に
設
置
し
ま
す
。

○
既
存
住
宅
は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※市政だより平成１７年１２月号の火災警報器設置義務化の記事に誤りがありました。お詫びして訂正します。
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人

  金山の町並みが一望できる　

  「三
みつみねやま

峯山展望台」

この

　三峯山の展望台から、下原小学校の校舎・運動場が真下に

見えますが、顔を上げ右手に目を向けると、御嶽山がひとき

わ大きく悠然とそびえています。

　頂は、右側から王滝頂上、剣ヶ峰、下呂市最高地点、継母

岳、摩利支天山です。その手前に小秀山、白草山、寺田小屋山、

下呂御前山、御前山などの阿寺山系が、さながら御嶽山の前

山のように連なって見えます。そこで、これらの山並みを「御

嶽山前山ライン」と名付け、鞍掛峠から御前山までの尾根を

遊歩道として結ぶと、姿の違う御嶽山を間近に見ることがで

き、御嶽山展望トレッキングコースとして楽しめそうです。

　三峯山は、標高はそれほど高くありませんが、展望が良く

金山の町並みが真下に、遠く白山、伊吹山、金華山、高賀山

なども眺められます。中津原から一時間ほどで登ることがで

き、春にはエイザンスミレなどのスミレ類、ヒトリシズカ、

トチバニンジンなどの山野草もありました。

　三峯山の展望台は、下原小学校の展望台でもありＰＴＡの

皆さんが地元の人たちの協力を得て、平成８年 11 月に建設

されました。それ以来、３月には、毎年卒業記念登山が行わ

れ、卒業生の名前を書いた木板が天井に取り付けられていま

す。子どもたちに、雄大な御嶽山の姿はどのように映るので

しょうか。いくつになっても学舎と共に記憶に残して欲しい

風景です。　　　　　　　　　　　(写真・文　酒井ミユキ )

三峯山展望台より (1/9)

No.10

標高 629.6m

　

中
山
間
地
を
救
う
の
は
農
業

と
語
る
佐
古
さ
ん
は
、
金
山
町

菅
田
で
肥
育
牛
90
頭
、
繁
殖
牛

75
頭(

別
に
子
牛
40
頭)

を
妻
の

桂
子
さ
ん
と
従
業
員
の
３
人
で

飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
繁
殖
・
肥

育
の
一
貫
経
営
の
技
術
の
高
さ

と
共
に
、
休
耕
田
を
活
用
し
た

牧
草
栽
培
と
牛
の
排
せ
つ
物
か

ら
良
質
な
堆
肥
を
作
り
飼
料
栽

培
や
地
域
に
流
通
さ
せ
る
循
環

型
農
業
を
確
立
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
古
さ
ん
は
、「
う
れ
し
い

反
面
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。

下
呂
市
で
も
農
業
で
生
計
が
立

て
ら
れ
る
お
墨
付
き
を
い
た
だ

き
ま
し
た
」
と
喜
び
ま
す
。

　

挫
折
し
か
け
た
こ
と
は
何
度

も
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
は
何
で
も
取
り
入

れ
る
姿
勢
と
仲
間
と
の
情
報
交

換
で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

一
貫
経
営
に
早
く
か
ら
取
り

組
み
、
４
㌶
の
放
牧
地
を
使
っ

た
夜
間
放
牧
や
牛
床
の
お
が
く

ず
を
毎
日
入
れ
替
え
る
な
ど
牛

に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
飼
育

に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
研
修
生
を
受
入
れ
、

か
つ
て
の
研
修
生
が
肥
育
し
た

肉
牛
が
一
昨
年
、
日
本
一
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

佐
古
さ
ん
は
「
下
呂
市
に
は
観

光
と
い
う
農
業
を
生
か
せ
る
場

が
あ
る
。
企
業
誘
致
の
話
は
よ

く
あ
る
が
、
農
業
を
勧
め
る
話

は
少
な
い
。
こ
の
地
域
は
条
件

が
い
い
の
に
惜
し
い
」
と
話
し
、

「
今
の
畜
産
に
は
キ
ツ
イ
、
キ
タ

ナ
イ
の
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
上

司
に
気
を
遣
う
こ
と
も
な
い
し
、

思
い
ど
お
り
に
な
る
時
間
も
あ

る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
は
私
た
ち(

畜
産

農
家)

が
教
え
る
か
ら
畜
産
を
始

め
ま
せ
ん
か
」
と
畜
産
の
振
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

排せつ物で汚れていない佐古さんの牛たち排せつ物で汚れていない佐古さんの牛たち

日本農業賞大賞者に決まる

畜産経営  佐 古    保
たもつ

さん（57 歳・金山町金山）

　農業者にとって最高の栄誉といわれる第３５回日本

農業賞大賞の受賞が決まった金山町の佐古保さんを訪

ねました。

地
域
の
畜
産
、
観
光
立
市
の
な
か
の
農
業
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暮らしの情報あれこれ

■今月の市税■
　

☆ 国民健康保険税
…………3　月　分　　　　

●納期限は、
　3月31日（金）です。
岐阜県と下呂市は、県税・市税の徴収強化策として
共同徴収を連携して実施しています。

下呂市役所
　下呂庁舎　　　☎24-2222
　萩原庁舎　　　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎62-3111
　金山振興事務所　☎32-2201
　馬瀬振興事務所　☎47-2111
下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900
下呂市消防本部　☎25-5119

　  3 月の時報　　　朝　春が来た　　昼　うれしいひな祭り、花　　夕　歌ごえはささやく

「介護保険制度」の見直し①
　　　平成１８年４月から

時
間
外
窓
口
サ
ー
ビ
ス

　

春
は
転
勤
や
進
学
な
ど
住
民
異

動
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
こ
の

た
め
窓
口
業
務
の
時
間
延
長
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日　

３
月
27
日
〜
４
月
６
日

場
所　

本
庁
・
各
振
興
事
務
所

時
間　

平
日
は
17
時
15
分
〜
19
時

　

休
日
の
４
月
１
日
・
２
日
は
、

　

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

取
扱
業
務

①
証
明
書
交
付
業
務　

住
民
票
、

印
鑑
登
録
証
明
、
戸
籍
に
関
す
る

証
明
、
外
国
人
記
載
事
項
証
明
、

税
務
に
関
す
る
証
明

②
窓
口
業
務　

住
民
異
動
届
の
受

付
、
戸
籍
届
出
の
受
付
、
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
福
祉
医
療

費
の
申
請
受
付
、
児
童
手
当
・
児

童
扶
養
手
当
の
申
請
受
付
、
国
民

年
金
の
受
付
、
納
税
相
談

※
他
の
市
町
村
や
関
係
機
関
へ
の
照

会
が
必
要
な
も
の
な
ど
、
時
間
内
に

で
き
な
い
も
の
は
、
再
来
庁
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

☎
24
・
２
２
２
２

　

市
民
課
（
内
線
１
１
３
）

　

税
務
課
（
内
線
１
４
１
）

土
地
台
帳
に
つ
い
て

　

18
年
度
か
ら
市
役
所
で
保
管
す

る
土
地
台
帳
の
加
除
業
務
を
停
止

い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
異
動

履
歴
が
必
要
な
場
合
は
、
所
管
の

法
務
局
で
閲
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
１
月
１
日
時
点
で
の
所
有

者
・
地
積
・
地
目
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
お
よ
び
振
興
事
務
所
に
備

え
て
あ
る
「
土
地
全
件
リ
ス
ト
」

で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。　

　

【
市
民
部
税
務
課
】

健
康
呼
吸
器
教
室

　

階
段
や
坂
道
の
上
り
下
り
で
息

切
れ
の
あ
る
方
や
慢
性
呼
吸
不
全

で
お
悩
み
の
方
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
無
料
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
９
日
13
時
〜
15
時

場
所　

下
呂
市
民
会
館
２
階

内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　

医
師
の
講
義

　
　
　

呼
吸
練
習
と
説
明

定
員　

20
人　

（
先
着
順
）

申
込
・
問
合
先　

飛
騨
地
域
保
健
所

下
呂
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
課

☎
52
・
３
１
１
１
（
内
線
３
５
７
）

○住宅改修編

　高齢者が住み慣れた自宅で安心して暮らしができる

ように住宅改修費が支給されています。

　今後より利用者の自立支援という目標に沿った ｢住

宅改修 ｣実現のため、事前申請制が導入されます。

【対象となる改修】

　・手すりの取り付け・段差の解消

　・滑り防止などのための床材変更

　・引き戸などへの扉の取替え

　・洋式便器などへの便器の取替えなど　

【費用のめやす】

　・住んでいる住宅につき 20 万円を限度額とし、

　　申請により内９割分が戻ります。（原則１回限

　　りの支給です。）

３
月
１
日
〜
７
日

　

◆
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

◆
全
国
山
火
事
予
防
運
動

　

◆
車
両
火
災
予
防
運
動

〈事前申請の流れ〉

① 利用者はケアマネジャーに相談

② 支給の申請

〈提出書類〉

　・支給申請書・工事見積書・住宅改修が必要な理由書

　・住宅の所有者の承諾書・着工前の状態を確認できる写真

③ 施行→完成

④ 住宅改修費の支給

利用者は領収書等を市に提出、市は利用者の心身及び住宅の

状況等を勘案して必要と認められる場合に限り支給します。

〈提出書類〉

　・住宅改修に要した費用に係る領収書・工事費内訳書

　・完成後の状態を確認できる写真

■問い合わせ
　下呂市健康福祉環境部
　介護保険室
　☎ ５３・０１５３（ 内線６２１ ）
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勤
労
者
向
け
融
資
制
度

　

市
内
に
１
年
以
上
在
住
す
る
20

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
融
資

制
度
で
す
。

○
生
活
資
金
融
資
制
度　

　

同
一
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務

し
引
き
続
き
勤
務
す
る
方
を
対
象

に
、
医
療
や
教
育
、
育
児
な
ど
一

時
的
に
必
要
と
さ
れ
る
生
活
資
金

を
融
資
し
ま
す
。

融
資
限
度
額　

一
世
帯
50
万
円

融
資
利
率　

年
２
・
４
３
％

返
済
期
間　

３
年
以
内

償
還
方
法　

元
利
均
等
月
賦
償
還

　
　
　
　

(

ボ
ー
ナ
ス
時
併
用
可)

○
住
宅
資
金
融
資
制
度　

　

同
一
事
業
所
に
１
年
以
上
勤
務

し
、
引
き
続
き
勤
務
す
る
方
を
対
象

に
、
住
宅
の
新
築
や
購
入
、
増
改
築

に
必
要
な
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

融
資
限
度
額　

一
世
帯
５
百
万
円

融
資
利
率　

年
２
・
２
８
％(

固
定)

返
済
期
間　

20
年
以
内

償
還
方
法　

毎
月
返
済
ま
た
は

ボ
ー
ナ
ス
併
用
返
済

問
合
先　

観
光
商
工
部
商
工
課

☎
24
・
２
２
２
２ (

内
線
１
５
２)

東
海
労
働
金
庫
高
山
支
店

☎
０
１
２
０
・
６
０
・
８
６
２
６

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

高
齢
者
の
雇
用
機
会
拡
大
を

　

近
年
、
急
速
に
高
齢
化
が
進
み
、

経
済
社
会
の
活
力
の
維
持
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
飛
騨
地
域

は
高
齢
化
が
著
し
い
状
況
で
す
。

　

高
齢
者
の
中
に
は
、
豊
富
な
経

験
や
能
力
等
に
秀
で
た
方
も
み
ら

れ
ま
す
が
、
年
齢
制
限
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
応
募
の
機
会
が
得
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
求
人
を

予
定
さ
れ
る
場
合
は
、
年
齢
制
限

が
必
要
か
ご
考
慮
い
た
だ
き
、
高

齢
者
の
応
募
機
会
の
拡
大
と
雇
用

の
安
定
の
た
め
、「
年
齢
不
問
」

で
求
人
申
し
込
み
下
さ
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
山
求
人
係

☎
０
５
７
７
・
３
２
・
１
１
４
４

介
護
保
険
認
定
調
査
員

募
集
人
員　

１
名

資
格　

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

受
付
締
切　

３
月
15
日

問
合
・
申
込　

健
康
福
祉
環
境
部

介
護
保
険
室　

☎
53
・
０
１
５
３

高
齢
者
の

良
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　

厚
生
労
働
省
と
日
本
歯
科
医
師

会
で
は
、
高
齢
社
会
を
豊
か
に
楽
し

く
過
ご
す
た
め
に
、
い
つ
ま
で
も
自

分
の
歯
で
、
自
分
の
口
か
ら
食
事
を

と
る
こ
と
が
最
も
大
切
な
こ
と
と

考
え
て
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
、

自
分
の
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
８
０
２
０
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
下
呂

市
口
腔
保
健
協
議
会
で
は
、
80
歳
以

上
の
方
で
、
自
分
の
歯
が
20
本
以
上

あ
る
方
を
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法　

歯
科
医
院
で
検
診

（
無
料
）
を
受
け
る
だ
け
で
す
。

受
付
期
限　

３
月
31
日
ま
で　

問
合
先　

各
歯
科
医
院
ま
た
は
、

各
地
域
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い

蔡
歯
科
医
院

【
金
山
地
域
】

青
島
歯
科
医
院

牧
歯
科
医
院

【
下
呂
地
域
】

家
里
歯
科
医
院

【
小
坂
地
域
】

富
永
歯
科
医
院

熊
崎
歯
科
医
院

粥
川
歯
科
医
院

【
萩
原
地
域
】

金
山
病
院
歯
科

八
原
歯
科
医
院

あ
き
よ
し
歯
科
医
院

松
本
歯
科
医
院

ふ
た
つ
や
歯
科
医
院

◇ 
検
診
で
き
る
歯
科
医
院 

◇

「介護保険制度」の見直し②
　　　平成１８年４月から

○福祉用具の購入編

　排せつや入浴時に使用する福祉用具を購入する

ことができます。本当にご本人にあった質の高い

サービス提供が行われるよう、販売業者の指定制

度や専門職が関与するようにしくみが変わります。

【対象となる福祉用具】

　・腰掛便座　

　・入浴補助具

　・特殊尿器　

　・簡易浴槽

　・移動用リフトのつり具

【費用のめやす】

　・１年間につき１０万円を限度額とし、申請により

　　内９割分が戻ります。

福祉用具販売業者の指定制度導入

　・介護保険対象の福祉用具の購入は、

　　県の指定する販売業者から購入しましょう。

　※住宅改修・福祉用具購入を検討する場合は、

　　必ず事前にケアマネジャーや市の窓口に

　　相談しましょう。

■問い合わせ
　下呂市健康福祉環境部
　介護保険室
　☎ ５３・０１５３（ 内線６２１ ）
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電話機等リースの訪問販売でも、クーリングオフができる場合があります。
　　困った時は消費生活相談窓口に相談ください。　

　　　　　　　　【土日・祝日・年末年始を除く】

岐阜県消費生活センター ☎ ０５８・２６５・０９９９ 
　　　　ホームページ http://www.gifu-consumer.or.jp/
飛騨地域振興局振興課　 ☎ ０５７７・３３・１１１１

〔 事　例 〕

　最近「個人商店」や「個人事業主」を狙った、電話機等リー
ス契約の訪問販売によるトラブルが急増しています。
　「今の電話が使えなくなる」「電話代が今より安くなる」
などと言って、新たに高額な電話機等のリース契約を結ば
せるものですが、相手業者は、「事業者間取引だから…」と
クーリングオフを認めようとしない場合があります。しか
し契約した電話機が主として家庭用として利用されている
ものであれば、消費者としての契約にあたりますので、クー
リングオフは可能です。この場合さらに契約書にクーリン
グオフができる旨の記載がなければ、５年前の契約にさか
のぼってクーリングオフを行うことができます。

トラブルに遭わないためにも、
　　　　　　次の事に気を付けましょう。
１．勧誘してきた業者が、現在契約している業者である
かどうか。

２．現在のリース契約の期間が、満了する日はいつか確
認しましょう。

３．複数の業者から見積もりを取ってみる。

４．勧誘の説明を鵜
う の

呑みにしたり、契約書の内容を確認
しないままサインやハンコを押したりせず、契約の
内容を確認して、不明な点は説明を求めましょう。

５．納得がいかない勧誘、不審な訪問は、きっぱり断り、
それでもしつこく勧誘を続けるようなら、その場か
ら警察に連絡し、退去してもらいましょう。

 

芝　

居

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ
ぎ
座

３
月
公
演　

「
市
川
ひ
と
丸
一
座
」
３

月
30
日
ま
で
。
10
時
と
14
時
の
１
日
２

回
公
演
。
問 

☎
25
・
２
２
３
９

　 

イ
ベ
ン
ト

　

◇
超
古
代
ロ
マ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
古

代
の
森
と
石
の
文
化
」　

３
月
４
日
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
。
星
雲
会
館
で
。

入
場
無
料
。
古
代
人
と
巨
石
と
の
か
か

わ
り
を
専
門
家
４
人
が
語
る
。
主
催
は

岐
阜
県
超
古
代
文
化
研
究
会
な
ど
。 

☎
０
５
８
・
２
９
７
・
４
２
６
８

　

◇
下
呂
温
泉
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

３
月
５
日
。
早
春
の
温
泉
街
を
駆
け
る

10
㎞
、
５
㎞
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
3.5
㎞

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
。 

10
時
下
呂
中
学

校
ス
タ
ー
ト
。
問 

下
呂
温
泉
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
実
行
委
員
会
（
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

52
・
２
９
０
０
）

　

◇
濁
河
温
泉
ス
キ
ー
場
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

３
月
11
日
10
時
か

ら
。
ソ
リ
大
会
、タ
イ
ム
レ
ー
ス
、地
酒
、

豚
汁
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。
問 

同
ス
キ
ー
場

☎
62
・
３
３
７
３

　

◇
第
15
回
下
呂
温
泉
ゆ
け
む
り
交
流

会　

３
月
25
〜
26
日
、
県
内
外
の
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
練
習
試

合
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
。
下
呂
体

育
館
ほ
か
。
下
呂
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
ク
ラ
ブ
主
催

　

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
「
土
雛
ま
つ
り
」

４
月
３
日
ま
で
。
昔
懐
か
し
い
明
治
か

ら
の
土
雛
約
６
０
０
点
を
展
示
。

 

卒
業（
園
）式

３
月
８
日
▽
下
呂
看
護
専
門
学
校

３
月
10
日
▽
市
内
中
学
校(

７
校)

３
月
23
日
▽
市
内
小
学
校(

15
校)

３
月
27
日
▽
市
内
保
育
園(

18
園)

 
入
学（
園
）式

４
月
５
日
▽
市
内
保
育
園(

18
園)

４
月
６
日
▽
市
内
小
中
学
校

４
月
８
日
▽
益
田
清
風
高
校

４
月
10
日
▽
下
呂
看
護
専
門
学
校

 

消
防
団

３
月
17
日
▽
下
呂
市
消
防
団
発
団
式

各
方
面
隊
入
退
団
式 

馬
瀬
３
月
19
日

／
小
坂 

萩
原 

下
呂
３
月
26
日
／
金
山

４
月
１
日

 

そ
の
他

　

◇
親
子
体
操
教
室　

３
月
６
、 

20
日

10
時
〜
11
時
。
星
雲
会
館
天
慶
の
間
。

対
象
は
平
成
14
年
12
月
６
日
〜
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と
保
護

者
。
問 

市
教
委
・
社
会
教
育
課
☎
52
・

２
９
０
０

　

◇
子
ど
も
衣
類
交
換
会　

３
月
23
日

10
時
〜
12
時
。
小
坂
健
康
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
集
会
室
で
。
対
象
は
ベ
ビ
ー

か
ら
130
㎝
の
子
ど
も
服(

洗
濯
済
み
の

き
れ
い
な
物
・
当
日
10
時
ま
で
持
込

可
。
協
力
金
１
０
０
円
（
海
外
救
援
物

資
の
送
料
等
に
充
て
ま
す
）S

m
ilin
g
 

M
a
m
a
 C
lu
b

主
催
。
問 

大
野
美
重

☎
０
９
０
・
５
０
３
６
・
６
８
７
２

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
90
日
を
経
過
し
た
犬
は
、

登
録
と
毎
年
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方

は
、
必
ず
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
未
登
録
の
方
、
新
た
に
犬
を
飼

わ
れ
た
方
は
、
注
射
会
場
で
犬
の
名

前
・
種
類
・
生
年
月
日
・
性
別
・
特

徴
な
ど
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
注
射
会
場
へ
は
、
注
射
料
金

３
０
７
０
円
と
通
知
ハ
ガ
キ
（
登

録
済
み
の
方
に
送
付
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

●
新
規
に
登
録
さ
れ
る
方
は
、
注

射
料
金
と
は
別
に
登
録
手
数
料

３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

地域 実　施　日 問 合 先 等

萩原  ４月10日、11日、12日 会場・受付時間などの

詳細は、健康だより４月

号に掲載します。

お問い合わせは

健康福祉環境部健康課

（☎52-2000）まで。

※登録済みの方へは、実施
日の１週間前までにハガキ
で通知します。

小坂  ４月13日、14日

下呂  ４月17日、18日、19日

金山  ４月20日、21日、24日

馬瀬  ４月 25日

消費生活情報

■集合注射日程表
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金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み
。

　

桃
の
節
句

■
３
月
３
日
（
金
） 

10
時
〜

　

歌
、
手
遊
び
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
み
ん
な
で
作
っ
た

お
ひ
な
さ
ま
を
飾
っ
て
、
桃

の
節
句
を
祝
い
ま
す
。

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー
ト   

　
　
　
　
　
　
　
　

 

「
ほ
ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０･

２
３
４
６･

２
４
２
２

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

３
月
開
館
日

▼
15
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

手
遊
び
、
パ
ラ
バ
ル
ー
ン
、
ゲ
ー

ム
な
ど
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

日にち 開館時間 会　　　　場

８日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

10日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

15日(水) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

22日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

 (子育て支援課☎52・２９００)

市議会定例会のお知らせ市議会定例会のお知らせ
(市長市政方針・１８年度当初予算審議など)

会　　期　３月  ６ 日から

　　　　　３月２４日まで

一般質問　３月７日～９日 (各10時～ )

※議会日程の詳細については、新聞折込されるチラシをご覧ください。

【議会事務局 ☎24・2222 内線302】

　　御嶽少年自然の家 主催事業

小学生以上の子とその家族、または一般の２人以上のグルー

プで参加できます。参加希望の方は、イベント名、郵便番号・

住所・氏名・年令・電話番号を明記の上、ハガキ、ＦＡＸ、ま

たはＥメールでお申し込みください。

■発見！雪の森の動物たち
　　　　　～雪の原生林でかんじきハイク～

　日　　時：４月１５日（土）～１６日（日）

　申込期間：３月１日～３月２４日まで

　定　　員：先着１９組 (多数の場合は抽選)

　参加費　：２,５００円 (食事代、シーツ代、保険料等)

〒509-3111　小坂町落合　｢御嶽少年自然の家｣
　☎ 62-3655　FAX 62-3659　E ﾒｰﾙ c27216@pref.gifu.lg.jp
　ホームページ http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/index.htm

　毎月第３日曜日は
　　　『家庭の日』です
　　【下呂市教育委員会】

社会教育施設の使用料減免について
　４月から社会教育施設の使用料の減免規定が、次の通
りとなります。減免規定はこれまで旧町村ごとに異なっ
ていましたが、受益者負担の原則のもと平準化し運用す
ることとしたものです。ご理解とご協力をお願いします。
　詳しくは市教委・社会教育課（☎ 52・2900）までお問
い合わせください。
対象施設
あさんず会館、山之口公民館、湯屋地区公民館、竹原公民館、上原公民館、

中原公民館、金山公民館、菅田公民館、下原公民館、東公民館、馬瀬中央公

民館、星雲会館、下呂市民会館、小坂山村開発センター、下呂市キャンプ場（山

之口、乗政、中川原）、いきいきセンター（金山）、響会館（萩原）、位山自然の家

【全額免除となる団体と活動内容】
・市内小中学校、官公署が主催して使用する場合
・消防団活動の一環として使用する場合
・小中学校ＰＴＡ・保育園保護者会の活動に使用する場合
・市文化協会連協・市内各文化協会、下呂市文化財団、市体育協会、市老   
  人クラブ連合会が主催して使用する場合
・身体障害者福祉会・母子寡婦福祉会

【半額免除となる団体と活動内容】
・市内高等学校の学校教育活動として使用する場合
・子ども会活動・スポーツ少年団・子ども対象の団体およびその育成会
・総合型地域スポーツクラブ
・自治会・区・町内会、高齢者クラブ、下呂市社会福祉協議会の活動として
　使用する場合
・下呂市ボランティアセンターの登録を受けたボランティア団体
※いずれも懇親会・営利を目的として使用する場合は減免となりません。

～３月から休館日・営業時間が変わります～
巌立峡ひめしゃがの湯 ( ☎ 62・3434)

◇休館日　毎週火曜日および３･６･９･ 12 月の第一水曜日

     　　 （祝日・ゴールデンウイーク・８月・年末年始は営業）

◇営業時間　１０時～２１時（20 時 30 分最終受付）

　　　　ただし、1/16 ～ 4/11、11/28 ～ 12/27 の期間の平日は、
　　　　10 時～ 20 時 30 分（20 時最終受付）　

～ 臨時休館について ～
下呂市ゆったり館　( ☎ 33・2492)

　３月６日～３月３１日まで、修繕工事のため臨時休館

下呂市金山リバーサイドスポーツセンター　( ☎ 32・3300)

　３月３１日を臨時休館

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
　問合先：金山振興事務所管理課　☎32・2201

小坂の文化
　 第１巻   四季と味 
　 第２巻   すまい暮らし 
　　　小坂の郷土や歴史、食文化が、写真や挿絵を使い

　　　分かりやすく説明してあります。

【価　格】

　第１巻　５００円

　第２巻　５００円

◇ご購入 お問い合わせは、

　市教委・小坂教育室（☎６２・３３６６）へ
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笑いと涙の人情劇  粋で華麗な豪華ショー

夢芝居の花舞台

◆入村料　大人 800 円　小人 400 円

◆観 劇 料　合掌村入村者 300円
◆公演時間　午前１０時　午後２時

岐阜県下呂市森　 ☎0576-25-2239

市
川
ひ
と
丸
一
座

市
川
ひ
と
丸
一
座

土雛まつり
４月３日まで開催中

土雛まつり
４月３日まで開催中
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ました村工房
   市民が日ごろ感じることや、まちづくりへの提言

などを掲載したミニコミ紙「ましたむら」を発刊す

る「ました村工房」は、有志20人の市民グループです。

　「ましたむら」は３ヶ月に１回発行する季刊紙。

現在の発行部数は2,000部です。「ましたむら」には、

個人の趣味への没頭ぶりや町並み景観に対する提案

など市民の率直な意見がたくさん掲載されています。

誰もが気軽に発言できる「みんなの広場」になった

らと代表の熊崎みどりさん（萩原町尾崎）は話します。

　手探りで発刊した第１号は、執筆者の熱意が伝わ

るものでしたが、読者からは紙面のレイアウトが読

みづらいなどの指摘を受けました。第２号の編集に

は新聞記者の指導を受けるなどして、読者の関心を

引くような紙面づくりに取り組んでいます。

  何かと忙しいメンバーですが、仕事を終えてから

ご好意で使わせていただいている一軒家に集まり、

企画、編集、配布分担などを楽しく話し合っていま

す。現在、印刷費用は市内を中心とする企業広告と

購入者の志によってまかなわれていますが、活動を

続けてゆくための費用の捻出やより多くの皆さんに

読んでいただくための配布方法をどうするかなど未

解決部分もあるのが現状です。でも、広告取りから

読者への配布まで顔の見えるつながりがこのミニコ

ミ紙の発行を支えています。

　「ました村工房」では、６月に開く「朴葉ずし祭り（仮

称）」の企画を練っています。「独特な文化である『朴

葉ずし』は、地域や家庭ごとに内容が異なるのが魅力」

と話し、「朴葉ずし」を話題に季節を五感で感じて

もらえればと、楽しみながら話が進められています。

請うご期待。　

　　　　【問合先　熊崎みどり  ☎090・7032・0301】

第２回ましたむら講座【映写会】
日 時  ３月１７日（金）午後７時　開演

 会 場  南飛騨はぎわら十六館（萩原町萩原）

発刊した「ましたむら」を手

に代表の熊崎みどりさん（右）

と事務局の斎藤洋司さん（左）

●つる・草・木の恵み（白川郷）

●合掌造り民家はいかに生まれるか　～技術伝承の記録～　

講師：周東 一也氏　「基層文化を映像で見る会」事務局長 

 会 費  ５００円

編集に侃
かんかんがくがく

々諤々の一コマ

「ましたむら」第４号

を手渡す大坪夕希栄

さん ( 右 )

問合先　事務局　斎藤洋司　☎25・2031

市民の交流の場にとミニコミ紙を発行する


